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文責 伊藤美佳 

幸田町新春駅伝・ファミリージョギング大会 

今年度は、町村合併７０周年記念の行事が目白押しです。２６日（日）の新春駅伝ジ

ョギング大会もその中の１つでした。晴天に恵まれたとても暖かな日に、多くの方がジ

ョギングしたり、駅伝に出場したりして楽しい時間を過ごしました。 

ジョギング大会では、親子やスポーツのチームで出場している豊坂っ子をたくさん見

かけました。真剣に走った結果を教えてくれる子もいました。「自分のペースで楽しく走

りながら体づくりをする」そんなすてきな時間を過ごせてよかったです。 

また、駅伝には豊坂小学校から４年女子、５年男子、６年女子の３チームがエントリ

ーしました。「走りたい」と自分たちでチームを作り、エントリーした３チームです。自

分たちでやると決めたことをやりきったことで自信につながったのではないかと思いま

すし、その姿に「あこがれ」ます。もちろん、自分たちだけの力ではなく、応援してくだ

さった保護者の皆さんや先生方、当日沿道で応援してくれた方たちへの感謝の気持ちも

感じることができたと思います。こういった経験の積み重ねが、子どもたちの人生を豊

かにしてくれると信じています。 

考える練習 

校長室の前にあるホワイトボードには、トヨサカ通信を出すタイミングでマッチ棒ク

イズを出題しています。通りがかりにふと足を止め、考えている子どもたち（たまに、

学校にみえた大人の方）の姿を見かけるとうれしくなります。 

すぐに答えを聞きたくなるものですが、自分で答えを見つける 

ために一生懸命考えている姿 「あこがれ」ます。そして、答 

えを見つけた時の目の輝きは、本当に美しいです。眉間にしわ 

を寄せて考えていた子が、「わかった！」と一瞬にして笑顔に 

なるその瞬間を見られると、幸せな気持ちになります。わから 

なくても、一生懸命考えている子どもたち（大人も）の様子は 

本当に愛おしいです。考える練習を楽しんで！ 


